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ル （ 山 口 市 中 央 ２ ） で 、上 映 時 間 は 午 前

1 0時 半 、

午 後 ２ 時 、 ７ 時 か ら の ３回 。　
上 海 に 住 む エ リ ー ト 会

社 員 の ハ オ フ ォ ン （ リウ ・ ハ オ ラ ン ） は 、 友 人の 結 婚 式 に 出 席 す る ため 、 北 緯

4 2度

5 0分 に あ る

中 国 と 北 朝 鮮 と の 国 境 の都 市 ・ 延

え ん

吉 き つ

を 訪 れ た 。 披

露 宴 が 終 わ れ ば 、 翌 朝 の

料 理 人 の シ ャ オ （ チ ュー ・ チ ュ ー シ ア オ ） も 合流 し て の 飲 み 会 は 盛 り 上が り 、 ナ ナ の 部 屋 に な だれ 込 ん で 朝 方 ま で 飲 み 明か す の だ っ た 。 翌 朝 、 寝過 ご し た ハ オ フ ォ ン は フラ イ ト を 逃 し 、 途 方 に 暮れ る 。 ぽ っ か り 空 い た 週

末 。 シ ャ オ の 提 案 で ３ 人は バ イ ク に 乗 り 込 み 、 国境 ク ル ー ジ ン グ に 出 掛 ける 。 冬 の 雪 山 と 澄 み 切 った 空 に 息 を 呑 み 、 凍 り つい た 川 の 向 こ う に 広 が る隣 の 国 を 眺 め る 。 今 を ただ 楽 し み 、 深 入 り は し ない の が 暗 黙 の ル ー ル 。 過去 も 未 来 も 忘 れ て 極 寒 の延 吉 を ク ル ー ズ す る う ちに 、 そ れ ぞ れ に 事 情 を 抱え る ３ 人 は 、 絆 を 深 め てい っ た
－

。

　 「 イ ロ イ ロ

 

ぬ く も り の

記 憶 」  （

1 3年 ） で 世 界 の

映 画 祭 を 席 巻 し た ア ン ソニ ー ・ チ ェ ン 監 督 に よ る本 作 は 、

2 3年 の 第

7 6回 カ

ン ヌ 国 際 映 画 祭 「 あ る 視点 部 門 」 に 出 品 。  「 カ ンヌ で 見 る べ き

2 0本 」 に 選

出 さ れ る な ど 称 賛 を 浴び 、 翌 年 の 第

9 6回 ア カ デ

ミ ー 賞 国 際 長 編 映 画 賞 のシ ン ガ ポ ー ル 代 表 に も なっ た 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳 以

下 ８ ０ ０ 円 。 電 話 予 約
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２

６ ８ ８ ） す れ ば 、 一 般 料金 の み １ ５ ０ ０ 円 に 割 り引 き さ れ る 。

　 「 山 口 で な か な か 上 映さ れ る 機 会 の な い 良 質 な単 館 系 新 作 映 画 を 、 自 分た ち の 手 で 上 映 ・ 観 賞 する 」 こ と を 目 的 に 活 動 して い る 「 西 京 シ ネ ク ラブ 」  （ 大 久 保 雅 子 代 表 ）は 、 ８ 日  （ 土 ）  に 「 国 境 ナイ ト ク ル ー ジ ン グ 」  （ ２０ ２ ３ 年 、 中 国 ・ シ ン ガポ ー ル ） を 上 映 す る 。 会場 は 山 口 市 民 会 館 小 ホ ー

フ ラ イ ト ま で 予定 は な い 。 暇 つぶ し に 観 光 ツ アー に 参 加 し て みる が 、 不 運 に もス マ ー ト フ ォ ンを 紛 失 。 観 光 ガイ ド の ナ ナ （ チョ ウ ・ ド ン ユイ ） が お 詫 び にと ハ オ フ ォ ン を夜 の 延 吉 に 連 れ出 す 。 男 友 達 で

次 回 は 2 月 1 2 日 掲 載

︻ 音 声 訳 グ ル ー プ み ず の会 へ の お 誘 い ︼

声 を 出 し

て 読 む ボ ラ ン テ ィ ア です 。 視 覚 障 が い 者 の 方 へ

録 音 テ ー プ 、 Ｃ Ｄ を 毎 月届 け て い ま す 。 し ら さ ぎ会 館 で 活 動 。 随 時 体 験 でき ま す 。 ０ ８ ０ ・ ６ ３ ３１ ・ ６ ４ １ １ 浜 本 へ 。山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~

1 4日  ︵ 金 ︶  :

バ

レ ン タ イ ン 特 設 会 場

︻ 美

術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 0日
　

︵ 月 ︶  :

小 林 達 史 絵 画 展 、

萩 焼 厚 東 孝 明 作 陶 展

お 知 ら せ

中 朝 国 境 の 街 が 舞 台 の 青 春 映 画
西 京 シ ネ が  「 国 境 ナ イ ト ク ル ー ジ ン グ 」  を 上 映

８ 日

　 　

赤 﨑

　
英 里

地 学 担 当 学 芸 員
な ど で 透 明 感 は な く 、 油 のよ う な 光 沢 と す べ す べ し た感 触 を も ち ま す 。 あ ま り 硬く な い の で 加 工 が し や すく 、 宝 飾 品 や 彫 刻 材 料 、 装飾 用 の 石 材 な ど に 利 用 さ れて い ま す 。　

蛇 紋 石 を 多 く 含 む 岩 石 を

　
巳 年 に ち な ん で 縁 起 よ

く 、 名 前 に 蛇 の 文 字 が 入 った 鉱 物 「 蛇 紋 石 」 を 紹 介 しま す 。　
蛇 紋 石 は 蛇 の 模 様 に 似 て

い る と こ ろ か ら そ の 名 が つい て い て 、 ク リ ソ タ イ ル やリ ザ ー ダ イ ト な ど

1 6種 類 の

鉱 物 を 含 む グ ル ー プ で す 。ク リ ソ タ イ ル は 繊 維 状 で 、ア ス ベ ス ト （ 石 綿 ） と し て利 用 さ れ て き ま し た 。 蛇 紋石 の 色 は 緑 色 、 灰 色 、 黄 色 　
蛇 紋 石  （ じ  ゃ  も ん せ き ）
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蛇 紋 岩 と い い ま す 。 地 下 深く の マ ン ト ル に あ る 、 か んら ん 岩 と よ ば れ る 岩 石 が 、地 表 に 上 が っ て く る 間 に 変質 し て 蛇 紋 岩 が で き ま す 。ど こ か で 蛇 紋 岩 を 見 か け たら 、 地 球 の 深 い と こ ろ か らや っ て き た ん だ な あ と 足 元に 思 い を 馳 せ る の も い い かも し れ ま せ ん ね 。県 立 山 口 博 物 館

触 る と す べ す べ な 蛇 紋 石

山 口 労 働 局 長友 とも

住 ずみ

　
弘 こう

一 いち

郎 ろう

さ ん

1 9 6 6 年 熊 本 県 生 ま れ の 5 8 歳 。 青 山 学 院
大 法 学 部 卒 。 9 0 年 に 労 働 省 （ 現 厚 生 労
働 省 ） 入 省 。 大 阪 労 働 局 労 働 基 準 部 長 、
労 働 基 準 局 賃 金 課 主 任 中 央 賃 金 指 導 官 な
ど を 歴 任 。 趣 味 は 読 書 と ロ ッ ク 音 楽 鑑 賞
で 、 山 口 の 外 郎 と 瓦 そ ば が 好 き 。
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２ ０ ２ ４ 年 ４ 月 、 山 口

労 働 局 長 に 就 任 し た 。「 住 み や す い 場 所 で 、 名所 ・ 史 跡 が 至 る 所 に ある 。 地 元 の 人 の 真 面 目 で優 し い 心 情 に も 触 れ て いる 」 と

1年 近 く 過 ご し た

印 象 を 語 る 。　
前 部 署 は 、 厚 生 労 働 省

労 働 基 準 局 の 賃 金 課 で 、最 低 賃 金 の 審 議 を 担 当 。昨 年 の 最 低 賃 金 引 き 上 げを 受 け 、 就 任 後 は 県 民 への 関 心 と 理 解 を 深 め る ため の 取 り 組 み に も 積 極 的だ 。 業 務 改 善 助 成 金 を 活

用 し て 賃 金 引 き 上 げ を 行 った 企 業 の 成 功 事 例 を 動 画 で紹 介 し 、 自 ら も イ ン タ ビ ュア ー と し て 出 演 し て い る 。　
さ ら に 、 女 性 の 活 躍 を 進

め る 「 え る ぼ し 」 認 定 企 業や 、 子 育 て 支 援 に 取 り 組 む「 く る み ん 」 認 定 企 業 の 増加 を 図 り 、 男 女 と も 働 き やす い 環 境 整 備 に も 注 力 す ると い う 。　
今 後 に つ い て 「 賃 金 と 成

長 の 好 循 環 と い う 目 標 を 踏ま え 、 人 材 確 保 に も つ な がる よ う 山 口 の 『 働 く 』 を ぶち 応 援 」 と 意 欲 を 見 せ る 。

急 き 立 て ら れ て

一 段 と 寒 そ う に し て い る 二 月 に な っ てい た ・ ・ ・ 。 す ぐ に 春 が 来 て 、 多 分 短い 春 が 凄 い ス ピ ー ド で 去 っ て い く だ ろう 。 毎 日 出 か け な け れ ば な ら な い 勤 めを し て い る わ け で は な い 、 予 定 の 詰 まっ た 生 活 を し て い る わ け で も な い のに 、 何 故 か 急 か さ れ る 。　
そ う い え ば 幼 い 時 か ら 鈍 臭 か っ た の

で 、 早 く し な さ い 、 と 母 に 言 わ れ 続 けた 。 早 く 風 呂 に 入 り な さ い 、 寝 な さい 、 起 き な さ い 、 学 校 に 行 き な さ い 、早 く 、 早 く 。 そ う や っ て 追 い 立 て ら れ学 校 に 走 っ た 。 学 校 で は 早 く 並 ん で 、

　
今 年 も 早 二 月 。 こ の 間 正

月 を 迎 え た ば か り な の に 。一 夜 明 け た ら 、 庭 の 木 々 が

と 朝 礼 。 校 長 訓 話 の 途 中 、 君 ち ゃ んが 貧 血 で 倒 れ た 。 早 く 保 健 室 へ 。　
今 は 寒 い か ら 布 団 か ら 出 ら れ な

い 。 ト ロ リ ト ロ リ と 惰 眠 を む さ ぼ って い た ら 、 も う 八 時 ！

　
燃 え る ゴ ミ

を 出 さ な き ゃ 。 早 く 、 早 く 。 収 集 車が 行 っ ち ゃ う ぞ 。 早 く 。 早 く 。　
も う す ぐ 誕 生 日 。 も う 七 十 九 歳 。

こ の 間 七 十 歳 に な っ た ば か り な のに 。 九 年 間 の 記 憶 が な い 。 早 い 早い 。　
断 捨 離 し な さ い 、 葬 儀 費 用 は あ る

の ？

　
本 や テ レ ビ の 広 告 に 責 め 立 て

ら れ る 。 生 き て 行 け る か し ら ？　
ポ ス ト を 覗 く と 「 後 期 高 齢 者 医 療

保 険 料 」 の 督 促 状 が 届 い て い た 。 支払 い を 忘 れ て い た ん だ 。 早 く 、 早 く入 金 を ！
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瓦 そ ば の ル ー ツ は ？

　
ポ イ ン ト ①食 感 に も 風 味 に も こ だ わ っ た 茶 そ ばポ イ ン ト ②そ ば つ ゆ は 生 協 オ リ ジ ナ ル ！　

麺 は 熟 成 の 時 間 を と る こ と で 、 焼
い て も 切 れ に く い コ シ の 強 さ と し っと り 感 を 実 現 し ま し た 。 ま た 、 合 成着 色 料 を 使 用 せ ず 、 厳 選 さ れ た 抹 茶を 加 え て 独 特 の 色 と 風 味 を 出 し ま した 。 麺 に は 油 が 噴 き か け ら れ て い るた め 、 焼 く と き に ほ ぐ れ や す い よ うに 工 夫 さ れ て い ま す 。　

付 属 の そ ば つ ゆ は 、 生 協 オ リ ジ ナ
ル で 製 造 さ れ て い ま す 。 山 口 県 民 の好 み に 合 わ せ た や や 甘 め で 口 当 た りが よ い つ ゆ で 、 多 く の 組 合 員 さ ん に好 評 で す 。  ゆ で 瓦 そ ば の こ だ わ り ポ イ ン ト

コ ー プ の こ だ わ り 商 品手 軽 に お 家 で 山 口 の 名 産 品 を ！杉 山 食 品

　 【 ゆ で 瓦 そ ば 】

　
調 理 は と て も 簡 単 な の に 、 本 格 的 な 味 が 楽 し め ま す 。 特 に 付 け タ レ

が 美 味 し く 、 卵 だ け で も 満 足 で き る 商 品 で す ！

　

�

（ 下 松 市

　
Ｅ ・ Ｙ さ ん ）

 組 合 員 さ ん の 声 　
瓦 そ ば は 、 明 治

1 0年 の 「 西 南 の 役 」 に お い て 、  「 熊 本 城 を 囲 む 薩 摩

軍 の 兵 士 た ち が 、 長 い 野 戦 の 間 に 、 身 近 に あ っ た 瓦 を 火 に か け て 野 菜や 肉 な ど を 焼 い て 食 べ た 」 と い う エ ピ ソ ー ド を ヒ ン ト に 考 案 さ れ た 料理 だ そ う で す 。 考 案 者 は 、 川 棚 温 泉 に 店 を 構 え る 「 元 祖 瓦 そ ば

　
た か

せ 」 の 創 業 者 、 高 瀬 慎 一 氏 。 江 戸 時 代 、 高 価 な 瓦 や 土 塀 を 庶 民 が 使 用す る こ と は ほ と ん ど あ り ま せ ん で し た が 、 古 く か ら 湯 治 場 と し て 栄 えた 川 棚 温 泉 で は 治 安 を 守 る た め 特 別 に 民 家 に 瓦 を 使 用 す る こ と を 許 さゆ で 瓦 そ ば は コ ー プ や ま ぐ ち の 宅 配 ＆ 店 舗 で 好 評 販 売 中 ♪

　

み な さ ん の お 気 に 入 り 商 品 も ぜ ひ 見 つ け て み て く だ さ い 。れ て お り 、  「 瓦 」 は 庶 民 の 生 活 に 欠 か せ な い も のだ っ た の で す 。 瓦 そ ば 誕 生 の 背 景 に は 、 こ の よ うな 川 棚 温 泉 な ら で は の 歴 史 的 事 情 も あ っ た と 考 えら れ ま す 。 そ の ユ ニ ー ク な 見 た 目 も 相 ま っ て 評 判を 呼 び 、 今 で は 家 庭 で も 手 軽 に 作 れ る 郷 土 料 理 とし て 山 口 県 民 に 広 く 愛 さ れ る よ う に な り ま し た 。

 １ 行 記 事　 山 口 日 英 協 会 主 催 の 「 第 ８ 回 中 学 生 英 語 ス ピ ー チ ／ レ シ テ ー シ ョ ン コ ン テ ス ト 」 が 、 ８ 日 （ 土 ） 午 後 ０ 時 半 か ら 県 政 資 料 館 で 開 催 。 ４ 校 ・ １ ４ 人 が 参 加 す る 。
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 １ 行 記 事　 チ ョ コ レ ー ト を 通 じ た 地 域 活 性 化 に 取 り 組 む 山 口 商 工 会 議 所 は 、 ９ 日 （ 日 ） 午 前 １ ０ 時 か ら 「 プ チ チ ョ コ レ ー ト フ ェ ア 」 を 山 口 井 筒 屋 前 エ ン ト ラ ン ス で 開 く 。

　
亡 く な っ た 人 か ら 相 続

し た 土 地 や 建 物 の 名 義 を変 更 す る こ と を 「 相 続 登記 」 と い う 。 名 義 を 変 更せ ず そ の ま ま に し て お くと 、 い ざ 不 動 産 を 売 却 する 時 や 、 担 保 に 入 れ て 融資 を 受 け よ う と す る 場 合な ど に 、 手 続 き が ス ム ーズ に 進 ま な く な る 恐 れ があ る 。　
ま た 、 名 義 を 変 更 せ ず

放 置 し て い る 間 に 相 続 人が 死 亡 し て し ま う と 、 新た な 相 続 が 発 生 し て し まう 。 そ の 結 果 、 過 去 に さか の ぼ っ て 相 続 人 を 特 定す る 必 要 が 出 て く る など 、 手 続 き の 複 雑 化 、 費や す 時 間 や 費 用 の 増 加 とい っ た 、 色 々 な ト ラ ブ ルの 原 因 に も な る の で 、 注意 が 必 要 だ 。　
こ れ ま で 相 続 登 記 は 任

意 と さ れ て い た が 、 近年 、 相 続 登 記 が さ れ て いな い た め 、 所 有 者 が わ から な い と い う ケ ー ス も 増え て き た 。 そ の た め 、 森林 整 備 や 災 害 時 の 復 旧 ・復 興 事 業 な ど が ス ム ー ズに 進 ま な か っ た り 、 土 地が 管 理 さ れ な い た め 隣 接

地 へ 悪 影 響 が 出 た り と 、さ ま ざ ま な 問 題 が 生 じ てい る 。　
こ の よ う な 「 所 有 者 不

明 土 地 」 問 題 に 対 処 す るた め 、 法 改 正 に よ っ て ２０ ２ ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 相続 登 記 の 申 請 が 義 務 化 され た 。 法 改 正 の 大 き な ポイ ン ト は 「 相 続 登 記 の 申請 義 務 化 」  「 住 所 等 の 変更 登 記 の 申 請 義 務 化 」 など で 、 過 去 に 発 生 し た 相続 も 、 義 務 化 か ら ３ 年 以内 に 登 記 す る 必 要 が あり 、 正 当 な 理 由 が な く 申請 し な か っ た 場 合 に は 、
1 0万 円 以 下 の 過 料 が 科 さ

れ る こ と に な る 。　
な お 、 相 続 登 記 を 行 う

際 に 発 生 す る 「 登 録 免 許税 」 は 、 一 定 の 条 件 を 満た せ ば 免 税 措 置 を 受 け るこ と が で き る 。 期 限 は 今年 の ３ 月

3 1日 ま で だ 。
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県 司 法 書 士 会 で は

2 8日

（ 金 ）  ま で 、 同 会 に 所 属 する 司 法 書 士 が そ れ ぞ れ の事 務 所 で の 無 料 相 談 （

3 0

分 程 度 、 土 ・ 日 ・ 祝 は 除く ） を 実 施 す る 。 遺 言 の書 き 方 や 遺 産 分 割 の 方 法な ど 、 相 続 に 関 す る 困 りご と の 相 談 が 可 能 で 、 適切 な ア ド バ イ ス を も ら うこ と が で き る 。 希 望 者は 、 下 記 の 司 法 書 士 事 務

所 な ど 、 相 談 を 希 望 す る司 法 書 士 に 事 前 に 連 絡 のう え 、 相 談 日 時 を 決 める 。 各 司 法 書 士 の 連 絡 先は 、 同 会 の ウ ェ ブ サ イ ト（

htt
ps:

/
/

w
w

w.
y

m
g-

sihousyosi.or.jp/ ） で も 検

索 で き る 。　
「 手 続 き は 個 々 の 案 件

で 千 差 万 別 な の で 、  『 くら し の 法 律 家 』 で あ る 身近 な 司 法 書 士 に ご 相 談を 」 と 同 会 。

「 相 続 登 記 は お 済 み  で す か 」  月 間
県 司 法 書 士 会 が 無 料 相 談 会 を 実 施
2 月　

日 本 司 法 書 士 会 連 合 会 と 県 司 法 書 士 会 （ 渡 邉 一 正 会 長 ） で は 、 ２ 月 を

「 相 続 登 記 は お 済 み で す か 」 月 間 と 定 め て い る 。 相 続 登 記 を は じ め 、 遺
言 の 書 き 方 、 遺 産 分 割 協 議 な ど 、 相 続 に 関 す る 相 談 に 、 司 法 書 士 が 無 料で 応 じ て く れ る 。

 相 続 登 記 と は 相 続 登 記 の 申 請 義 務 化



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ２ 月 ５ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


